


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































トシの祭り （ 月 （ 日 個人宅 新年の祝い ハカセが中心・住民が依頼
富士山詣り （ 月 （ 日 池之沢の富士山 富士山に参る
トシトリ（海の口開
け） （ 月 （ 日 渡海神社 漁始めの祈願
占焼き （ 月 （ 日 天候占い
潮祭り（海の口開け） （ 月（（日 金比羅神社 漁始めの祈願
鳥居起こし （ 月 （ 日 各神社
サンヤサマ （ 月（（日 神社 月を拝む
金比羅様の祭り（海
の口おさめ） 9 月（（日 金比羅神社
新神様（悪行をして亡く
なった人の霊）を祀る
フイゴ祭り （（月 8 日 個人宅 オボシナサマを祀る 金山様を祀る家が参加









ホンゾンオガミ 不漁の時 海岸 水死人の供養 ウラベがミコやシャニンと
数珠繰り
カミソーデ 不定期 神社や個人宅 ミコケの治療・ミコの入巫
儀礼 ミコケのある女性が参加
個人依頼のカミサマ
オガミ 不定期 神社や個人宅 病気や不幸を祓う
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
五
二
舎
人
が
す
べ
て
を
司
り
、
青
ヶ
島
文
化
の
一
面
を
彩
っ
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。」（
蒲
生
他 
一
九
七
五 
三
四
一
（
こ
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
頃
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
住
民
が
無
事
に
生
活
し
て
い
く
た
め
の
諸
問
題
に
対
処
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
え
る
。
　
さ
て
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
て
き
た
神
社
は
島
の
観
光
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
存
在
は
ど
こ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
住
民
も
、
青
ヶ
島
出
身
で
は
な
い
島
外
世
帯
が
人
口
の
半
数
以
上
を
占
め
て
お
り
（
鈴
木 
一
九
九
八 
三
十
七
（、
東
京
か
ら
仕
事
の
関
係
で
移
住
し
て
き
た
人
や
そ
の
家
族
が
生
活
し
て
い
る
。
当
然
、
島
の
巫
俗
を
知
ら
な
い
住
民
も
増
え
て
い
る
。
い
ま
、
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
で
現
状
を
捉
え
て
い
る
の
か
。
二　
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
①
　
こ
こ
か
ら
現
在
も
巫
俗
に
関
わ
る
、
担
い
手
や
依
頼
者
を
含
む
人
々
の
語
り
を
分
析
す
る
。
【
Ｋ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
Ｋ
さ
ん
。
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
（
年
生
ま
れ
の
女
性
。
一
九
八
〇
（
昭
和
五
六
（
年
に
島
を
出
て
、
一
九
九
一
（
平
成
三
（
年
に
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
き
た
。
結
婚
後
、
島
を
出
る
ま
で
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
っ
た
。
「
昔
、
青
ヶ
島
は
人
口
も
多
く
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
も
多
か
っ
た
。
み
ん
な
競
っ
て
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
気
が
す
る
。
そ
れ
は
人
が
多
く
、
働
き
口
が
少
な
い
の
で
、
み
ん
な
よ
り
特
別
扱
い
を
受
け
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
れ
ば
、
お
供
え
物
で
食
料
を
多
く
も
ら
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
て
希
望
者
か
ら
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
た
ち
が
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
抜
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
地
域
の
人
が
困
っ
た
と
き
の
相
談
相
手
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
人
が
行
方
不
明
に
な
り
、
そ
れ
を
神
社
に
行
く
よ
り
ミ
コ
に
相
談
し
た
ほ
う
が
、
相
談
相
手
が
い
る
ほ
う
が
安
心
す
る
。
昔
は
病
院
も
な
か
っ
た
か
ら
、
ミ
コ
さ
ん
に
相
談
し
て
、
治
っ
た
ら
そ
の
人
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
。
　
食
料
も
な
く
貧
し
い
時
代
に
、
他
の
人
よ
り
少
し
上
の
地
位
で
、
特
別
な
存
在
で
あ
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
り
、
お
祭
り
を
し
て
「
が
ん
ば
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。
神
様
を
拝
む
こ
と
に
の
め
り
込
む
人
は
、
他
の
人
よ
り
歌
が
す
ご
く
上
手
だ
っ
た
り
と
何
か
秀
で
た
人
。
昔
、
ミ
コ
・
シ
ャ
ニ
ン
を
し
て
い
た
人
も
伝
統
的
な
歌
や
踊
り
が
上
手
だ
っ
た
。」
　
こ
の
Ｋ
さ
ん
の
語
り
か
ら
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
関
す
る
認
識
が
う
か
が
え
る
。
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
、
住
民
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
。
経
済
的
な
要
因
で
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
希
望
す
る
人
が
い
た
が
、
ふ
さ
わ
し
い
人
が
選
抜
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
た
だ
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
希
望
し
て
も
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
後
の
語
り
に
も
出
て
く
る
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
を
含
む
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
の
め
り
こ
む
人
は
「
何
か
秀
で
た
人
」
で
あ
る
。
　
Ｋ
さ
ん
の
嫁
い
だ
家
は
神
様
を
祀
っ
て
お
り
、
昔
は
家
で
よ
く
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
て
い
た
と
い
う
。
次
の
出
来
事
は
、
Ｋ
さ
ん
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
最
中
に
出
す
料
理
の
準
備
な
ど
手
伝
い
を
し
た
際
に
体
験
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
自
分
は
神
様
の
こ
と
を
信
じ
て
い
な
い
。
神
事
の
と
き
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
五
三
一
日
中
行
な
う
。
神
様
を
祀
っ
て
い
る
家
の
人
は
食
事
や
お
茶
を
出
す
た
め
一
日
中
動
き
ま
わ
る
。
お
祭
り
の
と
き
、
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
ミ
コ
さ
ん
に
祈
祷
を
受
け
て
い
る
と
き
、
正
座
し
て
い
る
人
を
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
飛
び
越
え
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ミ
コ
さ
ん
た
ち
の
踊
っ
て
い
る
中
に
入
っ
て
い
く
人
が
い
て
、
そ
ん
な
ふ
う
に
神
様
が
乗
り
移
っ
た
人
は
ミ
コ
に
な
れ
る
。
神
様
が
乗
り
移
ら
ず
に
、
ミ
コ
に
な
れ
な
い
人
も
い
る
。
乗
り
移
ら
な
か
っ
た
人
は
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。
ミ
コ
さ
ん
は
霊
能
者
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
人
に
相
談
す
る
こ
と
で
安
心
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。」
　
こ
こ
で
Ｋ
さ
ん
は
、
神
様
は
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の
後
の
語
り
で
も
、
自
分
は
神
様
を
信
じ
て
お
ら
ず
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
信
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
お
祭
り
の
と
き
、
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
ミ
コ
さ
ん
に
祈
祷
を
受
け
て
い
る
と
き
、
正
座
し
て
い
る
人
を
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
跳
ね
て
飛
び
越
え
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
筆
者
と
話
し
て
い
る
最
中
に
繰
り
返
し
出
て
き
た
。
例
え
ば
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
語
り
を
聞
い
て
か
ら
二
年
後
の
語
り
で
あ
る
。
「
結
婚
し
て
か
ら
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
儀
式
（
カ
ミ
ソ
ー
デ
（
で
ひ
ざ
を
つ
い
て
い
る
人
を
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
飛
び
越
え
た
。
こ
れ
が
洗
脳
っ
て
や
つ
か
と
冷
め
た
目
で
み
て
い
た
。
　
で
も
お
祭
り
の
太
鼓
は
心
地
よ
い
と
い
う
感
覚
は
あ
る
。
こ
れ
は
還
住
太
鼓
の
下
拍
子
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
リ
ズ
ム
。
は
じ
め
て
手
伝
っ
た
と
き
、
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
と
い
う
感
覚
。
年
配
の
お
年
寄
り
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
や
っ
て
い
る
。
子
ど
も
は
意
味
が
分
か
ら
な
い
し
、
つ
ま
ら
な
い
し
、
よ
ほ
ど
信
心
深
く
な
い
限
り
拝
み
に
は
関
わ
ら
な
い
。」
　
Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
最
中
に
み
た
出
来
事
を
「
洗
脳
」
と
表
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
出
来
事
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｋ
さ
ん
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
が
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
心
地
よ
さ
を
感
じ
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
還
住
太
鼓
と
呼
ば
れ
る
島
の
芸
能
と
の
つ
な
が
り
を
思
い
起
こ
し
て
い
る
。
Ｋ
さ
ん
の
な
か
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
「
過
去
」
の
出
来
事
で
は
な
く
、
何
か
の
き
っ
か
け
で
「
現
在
」
と
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ｋ
さ
ん
は
神
様
を
信
じ
て
い
な
い
と
語
る
が
、
霊
的
な
も
の
を
感
じ
る
人
や
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
存
在
に
否
定
的
な
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。
「
青
ヶ
島
に
観
光
に
来
て
い
た
若
い
女
性
が
、
池
の
沢
の
サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
い
る
と
、
突
然
黒
い
も
や
が
通
り
す
ぎ
、
女
性
は
何
か
を
感
じ
た
ら
し
い
。
そ
の
後
、
女
性
は
民
宿
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
民
宿
を
経
営
す
る
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
に
そ
の
話
を
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
黒
い
も
や
を
見
た
時
刻
に
、
知
り
合
い
の
ミ
コ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
霊
的
な
も
の
を
感
じ
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
ミ
コ
さ
ん
は
特
別
な
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
人
か
ら
尊
敬
さ
れ
て
い
な
い
と
な
れ
な
い
。」
　
Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
現
状
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
五
四
「
神
棚
は
渡
海
神
社
の
神
様
が
祀
っ
て
あ
る
。
家
で
神
様
を
お
祭
り
し
て
い
る
が
、
子
ど
も
が
神
様
を
拝
む
こ
と
を
し
な
く
な
っ
て
途
絶
え
て
い
く
家
も
多
い
。
青
ヶ
島
の
神
様
を
信
仰
す
る
、
受
け
継
ぐ
人
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
創
価
学
会
に
な
っ
て
神
様
が
い
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。」
「
昔
、
信
心
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
ミ
コ
、
シ
ャ
ニ
ン
は
普
通
の
人
よ
り
上
、
大
事
に
扱
わ
れ
た
。
そ
う
い
う
の
で
浸
透
し
た
。
一
種
隔
離
さ
れ
た
な
か
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
や
っ
て
い
た
。
す
ご
い
信
心
す
る
人
は
気
が
触
れ
た
よ
う
な
人
と
、
若
い
人
か
ら
い
い
印
象
が
な
い
。
だ
か
ら
廃
れ
て
い
く
。
で
も
長
い
歴
史
の
な
か
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
途
絶
え
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
渡
海
神
社
は
祀
っ
て
い
る
。」
　
青
ヶ
島
で
は
、
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
（
年
時
点
で
創
価
学
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
Ｋ
さ
ん
い
わ
く
、
独
居
し
て
い
る
高
齢
者
が
死
後
の
弔
い
な
ど
を
し
て
も
ら
え
る
と
信
者
に
な
る
例
が
増
え
て
い
る
ら
し
い
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
「
神
様
が
い
な
く
な
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
対
す
る
若
者
の
印
象
に
ふ
れ
、
現
在
「
廃
れ
て
い
く
」
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｋ
さ
ん
自
身
は
「
で
も
長
い
歴
史
の
な
か
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
て
き
た
。
そ
れ
を
途
絶
え
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
、
渡
海
神
社
は
祀
っ
て
い
る
。」
と
語
っ
て
お
り
、
ま
だ
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
活
動
で
き
る
限
り
、
年
一
回
の
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
継
続
し
て
い
く
と
い
う
。
Ｋ
さ
ん
は
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
祀
ら
な
く
な
る
こ
と
が
「
長
い
歴
史
」
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。
　
Ｋ
さ
ん
の
語
り
の
分
析
か
ら
、
現
在
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
お
り
、「
廃
れ
て
い
く
」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
徐
々
に
巫
俗
の
存
在
が
希
薄
化
し
て
い
く
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
語
り
の
端
々
に
過
去
に
み
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
す
る
出
来
事
や
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
関
す
る
認
識
を
思
い
起
こ
す
様
子
が
み
ら
れ
、
Ｋ
さ
ん
が
「
現
在
」、
神
様
を
祀
り
続
け
る
背
景
と
し
て
こ
れ
ら
の
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
そ
の
ほ
か
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
語
り
を
参
照
す
る
と
、
Ｋ
さ
ん
同
様
、
巫
俗
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
【
Ｔ
さ
ん
姉
妹
の
語
り
】
話
し
手
は
Ｔ
さ
ん
姉
妹
。
Ｔ
さ
ん
は
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
（
年
生
ま
れ
。
一
二
歳
で
島
を
出
て
、
七
年
前
（
二
〇
〇
六
年
（
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
き
た
。
妹
さ
ん
は
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
（
年
生
ま
れ
。
一
五
歳
で
島
を
出
て
、
現
在
も
島
外
で
生
活
し
て
い
る
。
「
お
ば
あ
さ
ん
が
ミ
コ
さ
ん
だ
っ
た
。
現
在
は
も
う
神
様
は
拝
ん
で
い
な
い
。
島
に
帰
っ
て
き
た
と
き
、
姉
妹
一
同
で
金
山
様
に
大
き
な
鈴
を
奉
納
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
神
様
・
仏
様
を
大
切
に
し
て
き
た
。
旧
暦
一
一
月
八
日
に
金
山
様
の
お
祭
り
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
ち
が
う
神
様
が
い
て
、
そ
の
時
そ
の
と
き
に
お
祭
り
を
す
る
。
天
神
様
の
お
祭
り
は
北
野
天
満
宮
の
菅
原
道
真
の
祭
り
と
同
じ
。
年
一
回
。
お
ば
あ
さ
ん
も
自
分
で
お
参
り
に
行
っ
て
い
た
。
金
比
羅
神
社
の
お
祭
り
は
カ
ン
ヌ
シ
さ
ん
が
す
る
。
現
在
は
後
継
者
が
い
な
く
な
り
、
お
祭
り
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
現
在
、
島
の
人
は
信
仰
し
て
い
な
い
。
現
在
は
、
島
の
守
り
神
と
い
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
頭
に
い
れ
て
お
い
て
、
何
か
の
と
き
に
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
現
在
、
神
様
は
家
族
が
守
っ
て
い
く
も
の
。
家
族
で
拝
む
。
昔
は
東
台
所
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
五
五
神
社
、
大
里
神
社
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
玉
石
階
段
を
の
ぼ
っ
て
お
祭
り
を
し
て
い
た
。
盛
大
に
宴
会
を
し
て
い
た
。
現
在
は
、
先
頭
き
っ
て
し
て
く
れ
る
人
が
お
年
寄
り
し
か
い
な
い
。
若
い
人
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
　
天
神
様
を
守
っ
て
い
る
本
家
が
、
ミ
コ
さ
ん
・
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
に
、
今
日
は
祭
り
だ
か
ら
拝
み
を
す
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
と
依
頼
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
天
神
様
の
祭
り
を
し
て
い
た
ミ
コ
さ
ん
が
な
く
な
っ
た
が
、
子
ど
も
が
引
き
継
ぐ
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま
絶
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。」
【
Ｙ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｙ
さ
ん
。
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
（
年
生
ま
れ
の
男
性
。
「
拝
み
は
一
人
じ
ゃ
で
き
な
い
。
現
在
は
、
や
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
集
ま
っ
て
い
な
い
。
小
学
生
の
頃
は
、
神
様
を
拝
む
人
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
し
て
い
た
。
子
ど
も
も
老
人
も
神
社
に
行
っ
て
拝
ん
で
い
た
。
現
在
は
も
う
拝
む
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
相
当
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
神
社
へ
行
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
少
し
歩
け
な
い
人
な
ら
杖
を
つ
い
て
行
っ
て
い
た
。
女
性
も
。
大
昔
か
ら
青
ヶ
島
で
は
シ
ャ
ニ
ン
・
ミ
コ
は
伝
統
だ
っ
た
。
だ
ん
だ
ん
人
が
い
な
く
な
り
、
現
在
は
集
ま
ら
な
く
な
っ
た
。」
　
Ｔ
さ
ん
姉
妹
は
、
祖
母
が
ミ
コ
で
、
拝
ん
で
い
た
神
様
を
家
で
祀
っ
て
い
る
。
渡
海
神
社
を
祀
っ
て
い
る
Ｋ
さ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
で
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
し
な
い
が
、
破
棄
す
る
こ
と
は
な
く
守
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
こ
の
よ
う
に
神
様
を
祀
っ
て
い
る
人
は
高
齢
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
受
け
継
が
な
い
、
受
け
継
ぐ
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
が
多
い
。
Ｋ
さ
ん
や
Ｔ
さ
ん
姉
妹
の
話
か
ら
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
で
き
な
く
な
っ
た
今
、
家
族
で
守
り
伝
え
て
い
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
シ
ャ
ニ
ン
で
あ
る
Ｙ
さ
ん
の
語
り
か
ら
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
の
人
数
が
い
な
く
な
っ
て
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
Ｈ
さ
ん
の
語
り
で
も
同
様
の
認
識
が
み
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
が
も
つ
巫
俗
の
現
状
に
対
す
る
認
識
か
ら
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
や
神
様
を
受
け
継
ぐ
自
分
た
ち
と
、
子
ど
も
な
ど
の
若
い
世
代
と
で
認
識
の
差
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
が
担
い
手
の
不
足
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｋ
さ
ん
、
Ｔ
さ
ん
は
自
分
の
代
で
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
続
け
て
お
り
、
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｙ
さ
ん
も
人
は
い
な
い
が
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
は
青
ヶ
島
の
伝
統
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
語
り
か
ら
、
巫
俗
が
完
全
に
住
民
に
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
三　
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
②
　
こ
う
し
た
状
況
で
、
現
在
ま
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
行
っ
て
い
る
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
【
Ｈ
さ
ん
の
語
り
】
話
し
手
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
（
年
生
ま
れ
の
男
性
。
一
九
七
〇
年
代
に
カ
ミ
ソ
ー
デ
を
受
け
て
シ
ャ
ニ
ン
に
な
っ
た
。
「
カ
ミ
ソ
ー
デ
で
は
ミ
コ
ケ
、
精
神
的
不
安
定
や
神
が
か
り
を
治
め
る
た
め
に
、
読
み
上
げ
祭
り
（
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
（
を
行
な
う
。
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
な
役
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
五
六
割
。
精
神
的
不
安
定
な
状
態
を
安
定
さ
せ
る
の
が
読
み
上
げ
祭
り
。
太
鼓
の
リ
ズ
ム
、
経
文
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
う
つ
病
は
昔
な
ら
一
〇
時
間
の
拝
み
に
よ
っ
て
元
の
精
神
状
態
に
戻
し
た
。」
「
不
幸
が
続
く
と
悪
を
祓
う
た
め
に
屋
敷
を
引
き
は
ら
う
行
事
を
一
日
が
か
り
で
行
な
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
昔
は
本
当
に
真
剣
に
神
に
お
金
を
か
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
族
が
幸
せ
に
な
る
か
ら
。
願
え
ば
か
な
う
も
の
だ
っ
た
。
青
ヶ
島
の
神
様
は
気
持
ち
を
安
定
さ
せ
、
や
る
気
に
さ
せ
る
。」
「
か
つ
て
、
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
が
あ
り
、
こ
の
名
前
を
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
か
ら
、
店
の
名
前
に
も
つ
け
た
。
一
度
死
ん
だ
も
の
を
生
き
返
ら
せ
る
の
が
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
。
夕
日
が
沈
む
。
こ
れ
に
手
を
あ
わ
せ
る
と
明
日
、
日
が
昇
っ
て
く
る
、
生
き
返
っ
て
く
る
と
い
う
祭
り
。
夕
日
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
手
を
あ
わ
せ
る
と
、
ま
た
新
し
い
光
が
返
っ
て
く
る
。
す
る
と
仕
事
も
遊
び
も
生
活
も
幸
せ
に
送
れ
る
、
と
い
う
の
が
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
。」
　
Ｈ
さ
ん
は
こ
こ
で
カ
ミ
ソ
ー
デ
と
デ
イ
ラ
ホ
ン
の
祭
り
の
二
つ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
語
っ
て
い
る
。
カ
ミ
ソ
ー
デ
は
「
お
医
者
さ
ん
の
よ
う
な
役
割
」
と
し
、
う
つ
病
を
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
よ
っ
て
治
療
し
た
と
い
う
。「
昔
は
本
当
に
真
剣
に
神
に
お
金
を
か
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
家
族
が
幸
せ
に
な
る
か
ら
。
願
え
ば
か
な
う
も
の
だ
っ
た
。」
と
い
う
語
り
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
島
の
生
活
で
重
要
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
デ
イ
ラ
ホ
ン
の
祭
り
の
意
味
は
、
別
日
に
も
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
は
死
を
生
き
返
ら
せ
る
も
の
。
太
陽
が
沈
ん
で
も
生
き
返
る
。
夕
日
を
拝
む
と
新
し
い
朝
が
く
る
。
自
分
の
生
活
の
中
で
生
き
る
喜
び
、
仕
事
を
す
る
喜
び
、
感
謝
さ
れ
る
喜
び
を
感
じ
る
。
一
生
懸
命
社
会
貢
献
し
て
い
る
人
は
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
デ
イ
ラ
ホ
ン
祭
り
を
す
れ
ば
、
そ
れ
が
生
活
の
中
に
実
践
的
に
現
れ
る
。
夕
日
に
手
を
合
わ
せ
、
今
日
一
日
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
い
う
。
翌
日
朝
日
を
見
た
と
き
、
昨
日
祈
っ
た
こ
と
が
叶
っ
た
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
一
日
が
楽
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。」
　
Ｈ
さ
ん
は
、
デ
イ
ラ
ホ
ン
の
祭
り
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
、
死
ん
で
生
き
返
る
こ
と
か
ら
太
陽
を
連
想
し
、
沈
む
夕
日
を
拝
む
行
為
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
る
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
一
方
で
、
日
々
の
生
活
で
夕
日
を
拝
む
こ
と
を
実
践
す
る
と
、
自
分
の
生
活
の
中
で
生
き
る
喜
び
や
感
謝
、
尊
敬
を
感
じ
ら
れ
る
と
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
青
ヶ
島
の
巫
俗
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
Ｈ
さ
ん
独
自
の
現
代
的
な
視
点
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
日
々
の
生
活
で
神
々
と
向
き
合
い
生
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
Ｈ
さ
ん
は
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
ミ
コ
さ
ん
は
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
と
き
、
特
別
扱
い
を
受
け
る
。
拝
み
の
と
き
に
食
事
が
も
ら
え
る
。
昔
は
多
く
の
人
が
、
生
活
の
た
め
に
ミ
コ
さ
ん
を
希
望
し
た
。
ミ
コ
ケ
が
あ
っ
て
、
情
緒
が
普
通
で
な
い
人
が
ミ
コ
さ
ん
に
な
る
。
ミ
コ
さ
ん
は
普
通
じ
ゃ
な
い
。
霊
感
が
な
い
と
い
け
な
い
。」
「
夢
で
予
言
を
見
る
わ
け
で
は
な
い
。
ミ
コ
ケ
の
あ
る
人
は
そ
う
い
う
性
格
だ
か
ら
予
言
め
い
た
こ
と
を
言
う
。
霊
感
が
強
い
。
予
言
、
神
が
か
り
は
霊
感
の
強
い
女
性
が
な
る
。
ミ
コ
さ
ん
が
夢
を
み
て
、
あ
あ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
と
言
う
。
当
た
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
五
七
る
か
ら
怖
い
。
拝
み
に
な
る
と
ミ
コ
さ
ん
は
神
様
に
あ
た
る
か
ら
信
じ
る
。
ウ
ラ
ベ
が
湯
立
て
で
予
言
を
行
な
う
。
米
を
入
れ
て
止
ま
っ
た
状
態
を
み
る
。
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
が
夢
を
み
て
、
予
言
す
る
こ
と
も
。
あ
そ
こ
の
家
の
こ
と
が
気
に
な
る
と
、
正
夢
を
み
る
。
そ
れ
を
信
用
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
も
村
人
の
言
う
こ
と
と
、
経
文
を
覚
え
て
い
る
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
の
言
う
こ
と
は
違
う
。
シ
ャ
ニ
ン
さ
ん
は
相
手
の
不
安
な
心
理
状
態
を
解
決
し
て
く
れ
る
説
得
の
し
か
た
を
す
る
。」
　
Ｈ
さ
ん
は
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
に
つ
い
て
、
Ｋ
さ
ん
と
同
じ
く
経
済
的
な
要
因
で
な
ろ
う
と
す
る
人
が
い
た
と
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
誰
で
も
な
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ミ
コ
で
あ
れ
ば
霊
感
が
あ
る
人
、
シ
ャ
ニ
ン
で
あ
れ
ば
経
文
を
覚
え
修
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
現
状
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
現
在
、
神
様
は
廃
れ
て
き
て
い
る
。
宗
教
で
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。
神
様
を
信
心
し
て
い
る
人
は
、
若
い
人
か
ら
み
た
ら
頭
の
お
か
し
い
人
の
イ
メ
ー
ジ
。
だ
か
ら
引
き
つ
ご
う
と
い
う
気
持
ち
が
な
い
。
神
様
に
憑
か
れ
て
い
る
の
は
異
常
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
昔
は
食
う
に
食
え
な
い
、
病
院
も
な
い
。
だ
か
ら
ミ
コ
さ
ん
に
拝
ん
で
も
ら
う
。」
　
Ｈ
さ
ん
は
さ
ら
に
い
つ
ま
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
す
る
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
い
つ
ま
で
も
、
ミ
コ
、
シ
ャ
ニ
ン
が
い
れ
ば
す
る
。
最
近
ま
で
し
て
い
た
。
あ
ん
な
の
ば
か
ら
し
い
と
、
若
い
人
は
し
な
い
。
カ
ン
ヌ
シ
さ
ん
が
い
る
間
は
や
っ
て
い
た
。
今
年
か
ら
で
き
な
い
。
お
念
仏
は
後
継
者
が
多
い
。
身
近
な
も
の
だ
か
ら
。
神
様
は
架
空
の
も
の
だ
か
ら
。」
と
話
し
て
い
た
。
こ
の
若
い
人
と
は
、
青
ヶ
島
で
暮
ら
す
島
外
出
身
の
若
い
夫
婦
や
自
分
た
ち
の
子
ど
も
世
代
も
含
ん
で
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
は
強
制
す
る
も
の
で
な
く
、
若
い
人
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
も
よ
く
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
継
が
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、
自
分
た
ち
の
後
に
若
者
が
引
き
継
ぐ
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
お
念
仏
は
、
四
九
日
や
お
盆
で
故
人
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、
自
分
の
知
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
身
近
に
感
じ
後
継
者
が
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
違
い
が
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
若
い
世
代
が
引
き
継
が
な
い
理
由
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
し
て
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
も
お
念
仏
も
若
い
人
に
引
き
継
い
で
も
ら
う
べ
き
も
の
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｈ
さ
ん
が
ほ
か
に
も
青
ヶ
島
の
伝
統
的
な
行
事
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し
、
そ
れ
が
青
ヶ
島
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
　
で
は
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
シ
ャ
ニ
ン
と
な
っ
た
の
か
。
そ
の
語
り
を
み
る
と
、「
現
在
」
を
含
め
そ
の
活
動
を
支
え
て
き
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
「
過
去
」
の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
「
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
（
年
中
学
を
卒
業
し
た
。
島
で
は
昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
（
年
に
港
湾
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
頃
、
金
の
卵
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
中
学
卒
業
し
て
東
京
へ
出
た
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
だ
っ
た
。
八
丈
島
に
三
年
い
て
東
京
に
行
っ
て
、
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
来
た
。
あ
お
が
し
ま
丸
が
で
き
た
年
（
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
（
年
（。
当
時
、
山
田
常
道
と
い
う
学
校
の
先
生
が
青
ヶ
島
に
赴
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
五
八
任
し
て
い
た
。
名
主
三
九
郎
に
感
動
し
て
赴
任
し
て
き
た
。
父
は
八
丈
島
の
教
頭
で
樫
立
出
身
だ
っ
た
。
当
時
、
青
ヶ
島
の
人
口
が
少
な
く
な
っ
て
、
八
丈
小
島
も
引
き
揚
げ
、
青
ヶ
島
か
八
丈
島
み
た
い
に
な
る
と
、
島
を
出
た
青
ヶ
島
出
身
の
若
者
が
手
紙
を
も
ら
っ
た
。
お
れ
も
長
男
だ
し
帰
っ
て
こ
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
が
、
月
一
回
し
か
船
が
来
な
い
島
に
は
帰
る
気
も
し
な
い
。
そ
れ
が
、
あ
お
が
し
ま
丸
が
完
成
し
、
五
日
お
き
に
あ
お
が
し
ま
丸
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
当
時
の
青
ヶ
島
は
青
年
団
も
な
い
、
牛
祭
り
も
活
気
も
な
い
。
常
道
さ
ん
の
家
に
呼
ば
れ
、
青
ヶ
島
青
年
団
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
生
一
〇
名
、
島
の
若
者
一
〇
名
で
結
成
し
た
。
初
代
団
長
が
お
れ
で
二
年
く
ら
い
活
動
し
た
。
青
ヶ
島
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
だ
よ
。
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
を
す
る
に
は
、
村
の
行
政
に
関
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
立
候
補
し
て
議
員
に
当
選
し
た
。「
デ
イ
ラ
ホ
ン
」
が
な
く
な
っ
て
も
名
前
だ
け
は
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
と
、
民
宿
に
名
前
を
つ
け
た
。」
　
Ｈ
さ
ん
が
青
ヶ
島
へ
帰
っ
て
き
た
の
は
、
若
者
の
人
口
流
出
が
続
き
、
島
が
活
気
を
失
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
青
ヶ
島
の
教
員
で
あ
る
山
田
常
道
氏
は
、
青
ヶ
島
出
身
の
若
者
を
島
に
呼
び
戻
す
た
め
手
紙
を
出
し
て
い
た
。
Ｈ
さ
ん
は
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
島
へ
戻
り
、
山
田
氏
に
島
の
活
性
化
に
向
け
て
若
者
で
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
青
年
団
を
結
成
し
た
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
建
設
業
の
導
入
や
生
活
設
備
、
通
信
設
備
の
改
善
、
船
便
の
増
加
な
ど
島
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ
り
、
島
の
状
況
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
若
者
が
立
ち
上
が
る
機
運
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
青
年
団
を
結
成
し
、
青
ヶ
島
を
立
て
直
そ
う
と
し
た
時
期
、
Ｈ
さ
ん
は
シ
ャ
ニ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
当
時
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
カ
ミ
ソ
ー
デ
で
神
様
は
つ
か
な
か
っ
た
が
、
伝
統
を
守
る
た
め
に
（
現
在
ま
で
（
シ
ャ
ニ
ン
を
続
け
て
い
る
。
初
代
青
年
団
長
、
村
長
と
し
て
、
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
と
し
て
伝
統
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。」
　
こ
こ
で
、
以
上
の
Ｈ
さ
ん
の
語
り
に
あ
る
出
来
事
と
共
通
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
が
「
名
主
三
九
郎
」「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
　
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
（
起
こ
し
返
し
（」
と
は
、
江
戸
時
代
の
安
永
期
に
青
ヶ
島
で
起
き
た
火
山
の
噴
火
、
そ
れ
に
伴
う
八
丈
島
へ
の
島
民
全
員
の
避
難
・
青
ヶ
島
の
無
人
島
化
、
そ
し
て
再
び
青
ヶ
島
へ
帰
り
、
天
保
期
に
復
興
が
成
就
す
る
過
程
に
関
す
る
歴
史
で
あ
る
（
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。
当
時
の
歴
代
名
主
が
中
心
と
な
り
復
興
が
行
わ
れ
た
。
三
九
郎
、
佐
々
木
次
郎
太
夫
は
、
復
興
に
尽
力
し
た
名
主
で
あ
る
。
と
く
に
佐
々
木
次
郎
太
夫
は
、
最
後
に
住
民
全
員
を
八
丈
島
か
ら
青
ヶ
島
に
渡
航
さ
せ
る
こ
と
を
成
功
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
は
青
ヶ
島
の
住
民
に
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
言
葉
で
知
ら
れ
て
い
る
。
島
に
住
民
が
帰
っ
た
こ
と
は
「
還
住
」
の
言
葉
で
表
さ
れ
、
還
住
太
鼓
や
還
住
の
像
な
ど
、
現
在
も
そ
の
歴
史
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
。
　
こ
こ
か
ら
Ｈ
さ
ん
は
、
た
だ
の
地
域
活
性
化
だ
け
で
は
な
く
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
「
過
去
」
に
つ
き
動
か
さ
れ
て
、
一
九
七
〇
年
代
頃
か
ら
青
ヶ
島
の
再
興
を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
「
初
代
青
年
団
長
、
村
長
と
し
て
、
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
と
し
て
伝
統
を
守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
」
が
あ
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
な
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
五
九
り
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
の
現
在
の
活
動
を
み
る
と
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
、
島
踊
り
保
存
会
、
お
念
仏
保
存
会
、
節
分
の
フ
ン
ク
サ
な
ど
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
少
し
以
前
に
な
る
と
村
長
を
し
て
い
た
。
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
め
に
東
京
で
行
わ
れ
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
実
演
や
船
主
の
祭
り
の
復
活
（
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に
も
か
か
わ
っ
て
き
た
。
何
度
か
語
り
に
出
て
く
る
よ
う
に
、
自
身
の
経
営
し
て
い
た
民
宿
に
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
一
つ
で
あ
る
「
デ
イ
ラ
ホ
ン
」
の
名
前
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ニ
ン
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
青
ヶ
島
の
伝
統
文
化
を
守
る
よ
う
な
活
動
や
青
ヶ
島
と
い
う
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。
　
以
上
、
Ｈ
さ
ん
の
語
り
を
分
析
す
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
Ｈ
さ
ん
は
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
「
過
去
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
青
ヶ
島
の
危
機
、
復
興
の
イ
メ
ー
ジ
と
、
一
九
七
〇
年
代
の
状
況
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
の
改
善
を
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
を
行
っ
た
「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
で
あ
る
自
身
の
使
命
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
ほ
か
に
も
村
長
や
島
踊
り
や
お
念
仏
の
保
存
会
な
ど
青
ヶ
島
の
活
性
化
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
。
Ｈ
さ
ん
の
「
現
在
」
の
語
り
か
ら
は
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
り
活
動
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
「
過
去
」
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
、「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
た
使
命
感
が
、
時
々
に
自
覚
さ
れ
、「
現
在
」
の
活
動
を
支
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
す
び
　
本
研
究
で
は
、「
現
在
」
と
向
き
合
い
、
い
ま
を
生
き
る
人
々
と
民
俗
を
記
述
す
る
こ
と
が
民
俗
学
に
必
要
な
視
点
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
本
研
究
で
用
い
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
生
活
の
総
体
的
な
理
解
と
、
「
歴
史
性
」
の
重
視
と
い
う
方
法
は
民
俗
学
研
究
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
こ
れ
ら
の
視
点
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
方
法
と
し
て
「
照
合
」
を
用
い
た
。
こ
れ
は
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
っ
て
い
る
「
現
在
」
と
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
方
法
で
あ
り
、「
過
去
」
か
ら
「
現
在
」
の
変
化
を
た
ど
る
の
で
は
な
く
、「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」
に
さ
か
の
ぼ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
用
い
て
、
青
ヶ
島
の
事
例
を
分
析
し
た
。
　
青
ヶ
島
に
お
け
る
巫
俗
の
現
状
を
み
る
と
、
ミ
コ
や
シ
ャ
ニ
ン
が
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
担
い
手
は
減
少
し
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
行
う
こ
と
も
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
現
在
」
の
語
り
を
起
点
と
し
、「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
と
き
、
巫
俗
が
急
激
な
時
代
変
化
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
き
、
衰
退
し
て
い
く
だ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
生
き
る
人
々
は
、
様
々
な
思
い
を
抱
え
て
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
論
文
で
は
こ
う
し
た
巫
俗
に
関
わ
る
人
々
の
語
り
か
ら
、
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
　
こ
れ
ま
で
本
研
究
で
生
活
と
巫
俗
の
変
化
を
分
析
し
た
と
き
、
事
象
の
変
化
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
の
、「
過
去
」
を
起
点
と
し
て
い
る
た
め
、
前
提
と
な
る
「
過
去
」
が
あ
る
状
況
で
「
現
在
」
を
分
析
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
「
現
在
」
は
変
化
し
た
後
の
姿
と
い
う
視
点
が
伴
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
「
現
在
」
の
語
り
を
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
六
〇
起
点
と
し
、「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
る
方
法
を
用
い
た
。
先
行
研
究
で
は
「
照
合
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
が
、「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
る
必
要
性
は
民
俗
学
に
お
い
て
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
を
方
法
論
と
し
て
用
い
な
け
れ
ば
、「
現
在
」
と
向
き
合
う
と
き
「
過
去
」
が
前
提
と
な
っ
た
変
化
の
視
点
に
絡
め
と
ら
れ
て
し
ま
う
。
も
ち
ろ
ん
変
化
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
問
題
も
あ
る
が
、「
現
在
」
を
起
点
と
し
て
「
過
去
」
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
こ
そ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
の
論
の
中
心
と
な
る
事
例
は
、
Ｋ
さ
ん
、
Ｈ
さ
ん
の
語
り
で
あ
る
。
Ｋ
さ
ん
は
結
婚
し
て
か
ら
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
よ
り
盛
大
な
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
み
て
い
る
人
で
も
あ
る
。
巫
俗
は
現
在
、
廃
れ
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
家
で
神
様
を
祀
り
続
け
て
い
る
。
Ｈ
さ
ん
は
一
度
島
を
出
た
が
、
若
者
が
島
に
戻
っ
て
こ
ず
島
が
活
気
を
失
っ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
た
教
員
の
手
紙
と
船
便
の
改
善
を
き
っ
か
け
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
島
を
活
性
化
さ
せ
る
様
々
な
活
動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
こ
の
二
人
が
こ
れ
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
だ
け
で
現
在
ま
で
巫
俗
に
関
わ
っ
て
き
た
と
捉
え
る
の
は
安
易
な
結
論
で
あ
る
。
二
人
の
語
り
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
思
い
、「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
現
在
」
の
語
り
か
ら
「
過
去
」
と
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
と
、
Ｋ
さ
ん
は
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
手
伝
っ
た
際
、
足
の
悪
い
お
ば
あ
さ
ん
が
突
然
跳
躍
し
た
と
い
う
出
来
事
を
繰
り
返
し
語
っ
て
い
る
。
ま
た
神
様
は
信
じ
て
い
な
い
と
い
う
が
、
還
住
太
鼓
や
観
光
客
が
黒
い
も
や
を
目
撃
し
た
話
な
ど
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
巫
俗
を
意
識
す
る
語
り
が
出
て
く
る
。
Ｈ
さ
ん
は
、
単
に
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
行
政
や
伝
統
的
な
行
事
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
。「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
い
う
青
ヶ
島
の
「
過
去
」
と
、
当
時
自
身
が
置
か
れ
た
状
況
を
重
ね
合
わ
せ
、「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
と
い
う
使
命
感
を
持
っ
て
、
現
代
版
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
も
い
え
る
活
動
を
続
け
て
き
た
。
Ｈ
さ
ん
に
と
っ
て
、
巫
俗
は
青
ヶ
島
を
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
シ
ャ
ニ
ン
が
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
だ
け
の
役
割
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
に
関
わ
る
中
で
自
分
な
り
の
解
釈
を
行
い
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
シ
ャ
ニ
ン
と
し
て
神
様
に
向
き
合
う
姿
が
う
か
が
え
る
。
　
そ
れ
で
は
二
人
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
と
は
何
か
。
Ｋ
さ
ん
の
場
合
、
「
過
去
」
に
み
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
で
の
印
象
的
な
出
来
事
や
身
近
に
あ
っ
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
と
の
関
わ
り
が
、
巫
俗
に
関
わ
る
「
現
在
」
を
支
え
て
い
る
。
Ｈ
さ
ん
の
場
合
、「
過
去
」
に
あ
っ
た
「
オ
コ
シ
ガ
エ
シ
」
と
「
佐
々
木
次
郎
太
夫
の
子
孫
」
で
あ
る
と
い
う
使
命
感
が
、
巫
俗
に
関
わ
る
「
現
在
」
を
支
え
て
い
る
。
　
以
上
の
分
析
か
ら
、
本
論
文
で
用
い
た
「
照
合
」
と
い
う
方
法
（
図
（
（（（1
（
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
い
ま
を
生
き
る
人
々
の
「
現
在
」
を
支
え
る
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
そ
し
て
「
現
在
」
と
「
過
去
」
を
参
照
し
、「
現
在
」
を
明
ら
か
に
す
る
民
俗
学
研
究
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
課
題
と
し
て
、
本
論
文
で
行
っ
た
語
り
の
分
析
に
は
緻
密
な
聞
き
書
き
が
必
要
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
こ
れ
ま
で
巫
俗
の
変
化
を
優
先
し
て
調
査
を
行
っ
た
た
め
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
日
常
や
こ
れ
ま
で
の
人
生
史
を
十
分
に
う
か
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
　
文
学
研
究
科
篇
　
第
四
十
八
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）
一
六
一
が
う
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
出
会
う
人
々
の
語
り
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
ま
た
本
研
究
で
は
巫
俗
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
が
、
い
ま
を
生
き
て
い
る
人
々
が
持
つ
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ
せ
て
い
く
の
か
、
巫
俗
と
い
う
視
点
か
ら
「
現
在
」
と
「
過
去
」
の
つ
な
が
り
を
分
析
す
る
意
義
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ャ
ニ
ン
の
Ｈ
さ
ん
が
語
っ
た
よ
う
に
、
自
身
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
「
過
去
」
の
存
在
が
、「
現
在
」
の
巫
俗
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
は
、
現
代
社
会
に
お
け
る
巫
者
を
分
析
す
る
際
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
分
析
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。
〔
注
〕
（
（
（ 
門
田
・
室
井
（
二
〇
一
四
（
で
は
、
民
俗
学
は
、
地
域
に
残
存
す
る
、
伝
統
的
な
暮
ら
し
や
風
習
だ
け
を
対
象
と
し
た
学
問
で
は
な
く
、
そ
こ
で
生
き
て
い
る
人
そ
の
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
（
（ 
民
俗
学
に
お
い
て
現
在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
過
去
を
遡
及
す
る
視
点
は
あ
っ
た
が
、
明
確
な
方
法
論
と
し
て
提
示
し
た
の
は
島
村
（
二
〇
一
二
（
で
あ
る
。
（
（
（ 
中
山
（
一
九
九
三
（
に
て
、「
民
俗
学
研
究
者
に
よ
っ
て
は
、
民
俗
の
「
変
容
」、
「
変
貌
」、「
変
化
」、「
変
遷
」、「
変
転
」
な
ど
と
人
様
々
な
用
い
方
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
「
変
る
こ
と
」
と
い
う
語
を
明
確
に
定
義
付
け
て
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
一
つ
を
選
び
、
用
い
て
い
る
民
俗
学
研
究
者
は
い
る
だ
ろ
う
か
。」（
中
山 
一
九
九
三 
一
〇
六
（
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
に
厳
密
な
概
念
を
規
定
し
、
研
究
者
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
中
山
は
、
民
俗
の
変
化
を
捉
え
る
方
法
論
に
言
及
し
た
研
究
者
と
し
て
、
高
桑
守
史
と
松
崎
憲
三
を
は
じ
め
と
し
数
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
い
か
に
研
究
者
、
各
人
各
様
で
、「
変
化
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
異
な
り
、
変
化
の
主
体
も
異
な
り
、
変
化
の
起
点
と
終
点
、
つ
ま
り
何
と
何
を
比
較
し
た
と
き
の
変
化
な
の
か
と
い
う
こ
と
も
違
い
、
最
も
顕
著
に
異
な
る
の
は
、
そ
の
方
法
論
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
了
解
で
き
た
だ
ろ
う
。」（
中
山 
一
九
九
三 
一
一
三
（
と
述
べ
て
い
る
。
（
（
（ 
研
究
対
象
の
変
化
に
つ
い
て
、
変
化
が
開
始
さ
れ
た
段
階
を
研
究
者
の
側
が
設
定
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が
あ
り
、
民
俗
学
に
お
い
て
研
究
対
象
は
常
に
変
化
し
続
け
て
い
る
点
は
政
岡
（
一
九
九
九
（
で
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
（
（ 
変
化
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
筆
者
が
作
成
し
た
。
（
（
（ 
村
上
（
二
〇
一
七
（
で
は
、
自
身
の
研
究
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
多
様
な
巫
者
の
比
較
を
可
能
に
し
て
い
る
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
の
語
の
使
用
に
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
。
そ
こ
で
池
上
（
一
九
九
九
（
が
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
概
念
の
使
用
に
よ
り
多
様
な
実
態
を
固
着
化
さ
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を
指
摘
し
た
点
を
踏
ま
え
、「
巫
者
」
の
語
を
使
用
し
て
い
る
。
村
上
は
「
巫
者
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
佐
々
木
（
一
九
八
〇
（
が
用
い
た
シ
ャ
ー
マ
ン
の
定
義
を
参
照
し
て
い
る
が
、
ト
ラ
ン
ス
を
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
核
と
し
な
い
立
場
か
ら
、「
通
常
ト
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
異
常
心
理
状
態
に
お
い
て
」
と
い
う
冒
頭
の
語
を
含
め
ず
、
そ
れ
以
下
を
定
義
に
用
い
て
い
る
。
本
論
文
に
お
い
て
も
ミ
コ
が
巫
業
に
お
い
て
必
ず
ト
ラ
ン
ス
を
伴
う
か
不
明
で
あ
り
、
す
べ
て
の
ミ
コ
を
シ
ャ
ー
マ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
慎
重
な
立
場
を
と
る
た
め
、
村
上
（
二
〇
一
七
（
の
定
義
を
用
い
る
。
（
（
（ 
蒲
生
他
（
一
九
七
五
（
を
元
に
筆
者
が
作
成
し
た
。
（
8
（ 
江
戸
時
代
、
安
永
九
（
一
七
八
〇
（
年
か
ら
、
天
明
元
（
一
七
八
一
（
年
・
天
明
三
（
一
七
八
三
（
年
・
天
明
五
（
一
八
七
五
（
年
の
計
四
回
火
山
の
噴
火
が
起
き
た
。
八
丈
島
へ
避
難
し
た
青
ヶ
島
の
人
々
に
よ
っ
て
、
青
ヶ
島
へ
の
渡
航
と
復
興
作
業
が
試
み
ら
れ
た
。
厳
し
い
地
理
条
件
か
ら
復
興
は
困
難
を
極
め
る
が
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
（
に
は
、
青
ヶ
島
の
人
々
は
全
員
還
住
を
果
た
し
た
。
（
9
（ 
紙
面
の
都
合
上
、
詳
細
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
（
年
、
初
め
て
青
ヶ
島
以
外
で
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
が
実
演
さ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
（
財
団
法
人
ア
リ
オ
ン
音
楽
財
団
に
よ
る
「
第
二
十
三
回
東
京
の
夏
二
〇
〇
七
音
図 2　照合のイメージ
青
ヶ
島
の
巫
俗
と
「
現
在
」（
宮
澤
早
紀
（
一
六
二
楽
祭
、
島
へ
─
海
を
渡
る
音
」（。
翌
年
し
ば
ら
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
で
あ
る
「
船
主
の
祭
」
を
復
活
さ
せ
る
動
き
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
以
降
、
カ
ミ
サ
マ
オ
ガ
ミ
の
担
い
手
や
活
動
が
増
え
る
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。
（
（0
（ 
照
合
の
イ
メ
ー
ジ
図
は
筆
者
が
作
成
し
た
。
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